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「未来の教室」実証事業中間報告：
株式会社COMPASS

事業概要 進捗状況と今後の展望
AI教材による公教育授業(中学数学)の
生産性向上＋テクノロジー系ワークショップ

以下の２つを公教育 (麹町中学) の授業内
で行い、「習熟」と「実践」の学習サイクルが
もたらす学習効果の検証を行う。

① AI型タブレット教材「Qubena」を活用した
アダプティブラーニングによる学習の効率的
な習熟 (一部の学年では家庭学習でも
Qubenaを活用)

② ①による学習時間の短縮によって創出され
た時間を使い、基礎学習を実践的に活用
するSTEAM教育（最先端のテクノロジー
(ロボット、3Dプリンタ、ドローン) を用いた
ワークショップ）の実施

類型a
類型b
類型c

2次公募

• 9月10日週よりQubenaでの授業を開始
– 麹町中の数学の授業でのクラス分け（基本コース・発展コース）の中で基本コース

にてQubenaのみを使った授業を実施
– 1年生:84人、2年生:86人、3年生:59人が選択（各学年全体では約120人）

• 9月24日週よりワークショップを開始
– 各学年1テーマ(3コマ)×3テーマ(ロボット、3Dプリンタ、ドローン)、計9回を実施予定
– 数学的な要素をカリキュラムに取り入れることで基礎学習で学んだ内容を実践的に

活用できる内容としている
– また、教育コーチよりアドバイスいただいたデジタルタクソノミーの各要素を盛り込んだ

カリキュラム内容としている

• 10月初旬にQubenaを利用後、初の単元テストを実施
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参考①）株式会社COMPASS

<Qubenaでの授業風景>

学年 学習単元 授業標準時間 Qubenaでの学習時間 短縮時間
1年生 1次方程式 16時間 10時間 -6時間
2年生 1次関数 18時間 7-8時間 -10時間
3年生 関数 y=ax2乗 15時間 12時間 -3時間

<Qubenaでの授業時間の短縮> • 全学年Qubenaのみで学習を実施
• 大まかに単元テストのタイミングを決め、それまでに対象の学習単元の学習

を終えることを目標に設定
• 授業の中では個別に学習を進めながらも生徒同士の教え合いが見られた
• 8割～9割の生徒が対象の学習単元を終えたタイミングで単元テストを実

施
• 1年生は10月からタブレットを配布し自宅学習についてもQubenaを利用
• 10月初旬にQubena利用後、初回の単元テストを実施。学習効果につい

て検証中。

類型a
類型b
類型c

2次公募
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参考②）株式会社COMPASS

<ワークショップカリキュラムに盛り込んだデジタルタクソノミーについて>

<ワークショップ指導計画書>

類型a
類型b
類型c

2次公募
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参考③）株式会社COMPASS
<ワークショップ内容>

類型a
類型b
類型c

2次公募


